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時を守り、場を清め、礼を正す 

校長  板東 浩之 

 
 令和６年が始まって、早いもので 1 か月が経ちました。「光陰矢の如し」ということわざは、

長いと思っていた月日も、一所懸命な生き方によって、あっという間に過ぎ去り二度と戻らない

ことを感慨深く表現しています。 

 間もなく２月３日、節分を迎えます。節分とは、「鬼を追い払って新年を迎える、立春の前日

の行事」のことです。邪気を払い、無病息災を願うこの「節分」の行事に、なぜ豆を投げつける

という風習が始まったのかについては、「魔物の目をめがけて豆を投げれば、魔を滅ぼすことが

できる」ということから、「魔目（鬼の目）＝豆」となったとか、「魔滅（まめ＝魔を滅する）と

いう意味が込められている」など、様々な言い伝えがあるようです。邪気とは、辞書によると人

が持つ悪い「気」や悪意のことを指していますので、鬼は人間一人ひとりの心の中にも潜んでい

ると思います。私も、何度も心の鬼に負けそうになったり、負けたりした経験があります。 

 

 ところで、昔の話ですが、私が初任から勤めた最初の小学校を異動する時に、その当時の校長

先生からはなむけとして頂いた言葉があります。立派な額に入れられた色紙には、筆で『時を守

り、場を清め、礼を正す』と書いてありました。「時を守り」とは「時間や期日を守ること」、「場

を清め」とは「掃除や整理整頓をして清潔にすること」、「礼を正す」とは「挨拶と返事をしっか

りして礼儀正しい行動をする、服装や姿勢を正すこと」です。この３つはすべて人を大切にする

ことにつながっています。子どもたちを教え育てる者として忘れるなかれということを示して

くださったのだなと私は思いました。この３つの言葉は、信用や信頼・よい環境・相手を尊重す

る心を指し、私たちの生活習慣の基本であり、みんなが気持ちよく過ごすための人間社会のマナ

ーです。道祖土小学校も、私が着任する前から、この『時を守り、場を清め、礼を正す』を目指

す児童像の一つに掲げています。 

 今から５６年前に開催されたメキシコ・オリンピックで、サッカー日本代表が銅メダルを獲得

しました。その時の監督は長沼健（ながぬま けん）という人でした。長沼さんはその後、J リ

ーグを作ることや２００２年に初めてアジアで開催された日韓Ｗ杯にも貢献されました。長沼

さんは「サッカーが上手になるためには、２つのものが必要だ。」ということを常々言っていた

そうです。この話を聞いて、『同じですね。私たちの世界でもそうです。』と言った人がいました。

昔、プロ野球で巨人軍を９年連続日本一にした川上哲治監督です。もう一人、『同じです。』と言

った人がいます。東京で一番の進学校だと言われる高校の進学担当の先生です。サッカーでも野

球でも勉強でも、上達するのに必要な長沼さんが言った２つのものとは一体何か？ 

 それは、挨拶と整理整頓なのだそうです。 

 この話を聞いた人が長沼さんに、「挨拶や整理整頓なんかできなくても、サッカーが上手にな

る人はいるんじゃないですか。」と質問したところ、長沼さんは次のように答えたそうです。 

 「いません！絶対にいません！何千人という選手を育ててきましたが、サッカーが上手になる

人は、必ず自分から「挨拶」ができ、「整理整頓」がきちんとできるのです。なぜだか理由は分

かりませんが・・・」と。 

 「挨拶」は「人」と上手につき合えるということ、「人」を認め大切にできるということでは

ないでしょうか。「整理整頓」は「物」と上手につき合えるということ、物事を一つひとつきち

んとこなしていけるということではないでしょうか。長沼さんはそういう説明もされたそうで

す。私は、とても興味深い話だなと思いました。 

 

 『時を守り、場を清め、礼を正す』は、相手や周囲を考えた行動規範です。子どもたちがこの

ことを意識して生活していけるように、保護者・地域の皆様のお力添えをお願いいたします。 
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２月 ３月の行事予定・下校時刻 ＳＣ＝スクールカウンセラー ＳＳＷ＝ソーシャルワーカー さわ相＝さわやか相談員 

日 曜 行  事 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

１ 木 １年保幼交流会② ひまわり校外学習 第３回育成会全体会 14:35 15:25 15:25 15:25 15:25 15:25 

２ 金 1・２・３年繰上５ ４・５・６年繰上６ 14:00 14:00 14:00 14:50 14:50 14:50 

３ 土 土曜チャレンジスクール       

４ 日        

５ 月 お話会５年 第２回学校保健委員会 14:35 14:35 14:35 14:35 14:35 14:35 

６ 火 講話朝会  14:35 14:35 15:25 15:25 15:25 15:25 

７ 水 委員会活動 14:35 14:35 14:35 14:35 15:35 15:35 

８ 木 1～5年なわとび記録会 14:35 15:25 15:25 15:25 15:25 15:25 

９ 金 6年なわとび記録会  14:35 14:35 14:35 15:25 15:25 15:25 

1０ 土        

1１ 日 建国記念の日       

12 月 振替休業日       

13 火 クラブ発表①（昼TV） 14:35 14:35 15:25 15:25 15:25 15:25 

14 水 クラブ発表②（昼TV） クラブ活動（３年クラブ見学） 14:35 14:35 15:35 15:35 15:35 15:35 

15 木 にこハピ日課  14:35 15:25 15:25 15:25 15:25 15:25 

16 金 教育相談日 第３回学校運営協議会 14:35 14:35 14:35 15:25 15:25 15:25 

17 土 土曜チャレンジスクール       

18 日        

19 月 お話会３年 放課後チャレンジスクール 14:35 14:35 14:35 14:35 14:35 14:35 

20 火  14:35 14:35 15:25 15:25 15:25 15:25 

21 水 クラブ活動（最終） 14:35 14:35 14:35 15:35 15:35 15:35 

22 木 ６年生を送る会 14:35 15:25 15:25 15:25 15:25 15:25 

23 金 天皇誕生日       
24 土        

25 日        

26 月 お話会４年 14:35 14:35 14:35 14:35 14:35 14:35 

27 火 １・２年授業参観・懇談会 14:35 14:35 15:25 15:25 15:25 15:25 

28 水 クラブ活動なし 高学年６時間授業 ３・４年授業参観・懇談会 14:35 14:35 14:35 14:35 15:25 15:25 

29 木 ひ・5・6年 授業参観・懇談会 14:35 15:25 15:25 15:25 14:35 14:35 

3/1 金  14:35 14:35 14:35 15:25 15:25 15:25 

※下校時刻は授業終了の１５分後を目安としておりますが多少前後することがあります。ご迷惑をおかけしますが、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

＜さいたま市で感染者が増えています＞ 

 インフルエンザ及びアデノウイルス感染症につきまして、さいたま市で感染者が多い状況

であり、本校においても注意が必要です。また、新型コロナウイルス感染症の拡大も、心配

されています。「手洗い・うがい」「換気」に気を付けながら学習活動を行って参りますが、

ご家庭でも日々の健康に十分お気を付けください。 

＜道祖土小学校の電話対応について＞ 

 令和５年４月にもお手紙でお知らせいたしましたが、電話で対応できる時間は、勤務時

間中である８時２０分から１６時５０分までとなります。それ以外の時間帯は、自動音声

メッセージが流れます。ご理解の程、お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

三世代ふれあい広場 

６年生競書会 

――次年度に向けたお知らせ―― 

○令和 6 年度の教育活動計画は３月にお示しいたします。参観日などの都合をつける

のにお役立てください。 

○２月１日の給食費引き落としは、２ヶ月分（２・３月分）となります。年度末となり、

業者への支払いに影響しますので、いま現在の未納がないか改めてご確認ください。 

＜道祖土小学校の教育相談について＞ 

 2月の教育相談日は、16日（金）となります。この教育相談日では、お子さんの学習に関する相談や学校での生

活、友達関係に関する相談等について主に担任と教育相談を行っております。この教育相談日以外の日につきまし

ても、お子さんに関して相談がある場合には、学校までご連絡ください。担任だけではなく、学年主任、教務主

任、教頭等も相談を受けさせて頂きます。今後も、学校が、家庭と一体となって子どもたちの成長に関わっていき

たいと考えております。ぜひ本校の教育相談をご活用ください。 


